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2 月 16 日

松村勝弘

人間になるということ

近況 今年の１月はあっという間に終わって

しまいました。この寒さですから、朝もなか

なか布団から出られません。まさに、ぐうた

らしています。２月１日は RIMO おけいは

ん R7 新年会、そして２月１６日は住野公一

さん喜寿を祝う演奏会、などなど、やっぱり

校友つながりの会が続きます。先月もそうで

したが、リタイヤ後、校友つながりが行動の

中心になっています。とりわけ、2 月 1 日の

RIMO おけいはん R7 新年会では，ふぐのコ

ースを頂きました。ちょうど 1 月 6 日の喜望

大地新年会もふぐコースだったのですが、そ

の時残念ながらひれ酒ができなかったのです

が、今回はそれを頂くことができました。ま

さにひれ酒のリベンジです。

あとは，気ままな読書をしています。専門

領域から大きくはみ出た読書が多いです。哲

学的な読書が多いです。それは私のフェイス

ブックで書いている「今日の一言」を見ても

らっても分かると思います。前号で human

being から human becoming へと人間が成長す

るというようなことを書きましたが、須藤孝

也『人間になるということ－キルケゴール

から現代へ』（以文社、2021 年）などという本

は，まさにその名の通り、人間になる(human

becoming)ことについて書いた本です。ちょっ

と難しかったのですが、これに関連して書い

てみたいと思います。

キルケゴール 須藤孝也氏のこの本は，その

副題が表すように、また前書きでも言われる

ように、「キルケゴールを参考にしながら，

人間になるということはどういうことなのか

を考えるのが本書の目的である」（7 頁）とい

う。それはしかも、日本の現状をよしとして

ではなく、その変革を目指している。すなわ

ち「現状が変わるためには、人間が変わるの

でなければならない。私たちが変わるのでな

ければならない。人間らしく生きたいと望む

ことによって、現状の問題点を捉え、それを

改善しようとする人間になるのでなければな

らない」（同上）というわけである。

キルケゴール（1813 ～ 1855）は、実存主義

の創始者ないしはその先駆けと評価されてい

る。キリスト教国デンマークにおける敬虔な

キリスト者として，数多くの著作をものして

いる。18 世紀の西ヨーロッパで興った啓蒙

思想が 19 世紀にも盛んであった。キルケゴ

ールはこれに疑問を呈したのであった。啓蒙

主義は反キリスト教的であった。そこでは、

理性に対する信仰があって、理性で了解され

る限りにおいてキリストを受け入れるのであ

る
1）。普遍性、客観性、合理性，外面性が主

張され、個別性、単独性、主観性、内面性、

主体性が見失われたと、キルケゴールは主張

した。キルケゴールは「客観的思考」に対峙

して「主体的思考」を訴え、またアリストテ

レスにならって、魂のすぐれたあり方（徳）

を求める活動を行った
2）。その問題意識は，

現代の我々にも共通するものがある。啓蒙思

想は，「世界史の窓」における世界史用語解

説を見ると「理性に照らしあわせてみずから

の非合理なものを排そうとした実学であり、

歴史や伝統、そして信仰を相対化する普遍主
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義であり、知と理性を信じ、現在の文明に自

負をもち、未来を楽観する進歩思想」
3）であ

るといわれている。神の絶対性を否定する思

想である。

普遍性と個別性 これを以前紹介した、村上

靖彦『客観性の落とし穴』にならって考えて

見ると、わかりやすい。すなわち「実際にが

んになるということは、患者それぞれで意味

は変わってくる。病とどのように出会うのか

は人によって異なり、どのように受け止める

のか、病に対してどう応答してその後の生活

を組み立てるのかは、本人の年齢や家族関係

や社会関係によって大きく変わってくる。偶

然の出来事に対しては、受け止める側の反応

も個別的で多様なのだ。同じ診断名の病気で

あっても一人ひとりのストーリーは異なる。

偶然の出来事をめぐって一方では統計学を用

いて飼いならそうとする方向性があり、他方

で偶然に満ちた人生にストーリーを与えて意

味を探す方向性がある。」
4）前者の「統計学

を用いて飼いならそうとする方向性」を普遍

性といい、後者「偶然に満ちた人生にストー

リーを与えて意味を探す方向性」を個別性と

言い換えることができるだろう。前者では，

人間の主体性は出てこない。後者ではじめて、

人々の主体性が問われる。

善い人間になる 「神が不在となれば、人

間がすべてとなる。人間が神にとって代わる

と、人間は横暴になる。多数派が形成する基

準に全員が合わせなければならなくなる。[こ

こでは人間の主体性は発揮しようがない。]

多数派が『しかるべき人間』だということに

なるからである。

キルケゴールは，そうした状況は超越の神

が消失することによってできあがると考えて

いた。各人が神の前に進み出る単独者であれ

ば、裁くのが神であって人間でないことを理

解するだろう。……人間の、あるいは自分の

正義がごく不完全なものであることを理解す

るだろう。だが神に関わる単独者がいなけれ

ば、そうした状況はあり得ない。もしキルケ

ゴールが現代日本を訪れたとすれば、おそら

く彼は人間恐怖の状況を見てとったのではな

いかと思われる。」（62-63 頁）著者は現代の人

間の傲慢さをキルケゴールを借りて指摘して

いる。人間の不完全性を知れば、人間は微力

ではあれ、主体性を発揮して、後は神に任せ

るという選択ができよう。

「人はしばしば悪に満ちたこの世に絶望す

る。どうしてこんな世界が存在するのかと嘆

く。だがキルケゴールによれば、そもそもこ

の世界を善の世界だと前提するのが間違って

いるのである。人間は自然的に善いのではな

い。むしろ『人間になる』前の自然的人間把

握なのである。少なくとも絶対的善を欠いて

いる。世界を悪にしているのは神ではなく、

人間である。

キルケゴールによれば、人間は善の世界で

生きているのではなく、悪の世界に善をもた

らすために存在しているのである。」（70 頁）

人間はそのままでは善い人間ではない。善い

人間にならなければならないと考える。著者

は、キルケゴールに依拠して「人はどのよう

にして魂を善に向けて生き続けることができ

るのか」（267 頁）と問うている。これは儒教

における孟子の性善説に似ているように思え

る。性善説では人間は善の可能性はもってい

るので、修養してその本来の力を発揮すれば

善人になりうると考える
5）。

現代社会の問題 著者須藤孝也は，キルケゴ

ールの考え方を現代にあてはめて，社会を改

革しようとする。現代社会は新自由主義が蔓

延し、格差はますます拡大している。まさに、

悪に満ちたこの世に絶望せざるをえない。本

書の著者はその「後書き」でいう。

「新自由主義の経済により、格差は拡大の一

途を辿っている。富の集積点にいるほんの一

部の富裕層以外はみな貧しくなっていく。『合

理化』が推し進められるなかで、多くの人々

がお金、時間、心、すべての余裕を失った。

少子化の進行も止まらない。現在、この国は

世代継承すらままならない状況にあるのであ

る。長い間人々がそれを中心に生活を組み立

ててきた経済単位である『家』も、従来もっ

ていた安定性を失った。

こうした新自由主義経済のグローバル化に
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より、格差の拡大は、国内のみならず世界中

で進行している。各国の国力は、これまでと

は比較にならないペースで開いている。国内

で諸個人が無力へと落ちていくように、経済

競争に敗れた国もまた主権を失い、ますます

強国のコントロールを受けざるをえなくなっ

ていく。」（284 頁）

まさに絶望的である。どうすればよいのか。

キルケゴールにならって、ここは人間の善性

の発揮が求められる。著者はそう考える。

改革のためには 客観性の名のもとに立ち止

まって傍観していても何もよくならない。「あ

りのままに人間を肯定する態度は、ありのま

まの社会を肯定すること、つまり現状肯定へ

とスライドする……この国の政治が停滞して

いる理由はそこにあるように私には思われ

る。」（6 頁）すべての人間が主体的に改善を

模索しなければ何もよくならない。著者はこ

う考えてキルケゴールを紹介し、キルケゴー

ルを参考にして、改革を模索しているのであ

ろう。キルケゴールは主体性を主張している。

敗北した者でも「再チャレンジできるよう

支えるセーフティネットが必要となるのだ

が、自助の政治は『経費削減』のために、あ

るいは『生産性向上』のために、むしろセー

フティネットを取り外す方向へと向かってい

る。そうして現代では、人々は失敗を恐れる

あまり，新しいことになかなかチャレンジで

きなくなった。」（278-279 頁）著者は、民主主

義社会は，こんな状況にある現代を乗り越え

る力をもっていると考えている。

「民主主義は，本来、人間の可謬性を想定し

た制度であり、知のセーフティネットを最大

限に活用する制度である。だから民主主義は

みんなが話し合うこと、話し合いのなかで最

善を模索することを求めるのである。……私

たちは民主主義を単に多数派を明確化する手

続へと劣化させることなく、共同性と個人性

との間に化学反応を起こさせる場へと高めて

いかなければならない。」（281 頁）

民主主義により「善い社会」を目指すため

には、「善い人間」にならなければならない。

「二〇世紀半ばにデンマークで活躍したハル

･コックは，……民主主義を私たちが生きる

あらゆる人間関係（……）のうちに見いだし、

『その本質は話し合いと相互の理解および尊

重である』と述べた。本書では、人間になる

ということについて一貫して考察してきた

が、この人格の尊厳を解するところの人間に

なろうとする人間は、こうして他者関係を丁

寧に編み上げる民主主義の主体ともなる。人

々が自身を人格へと高め、他者のうちに人格

を認め、育み、その尊厳に見合った関わりを

するところにこそ民主主義は立ち上がるのだ

から。」（281-282 頁）

「人間になる」ということは、客観に身を

任すのではなく、その人が共同体の政治に参

加する。共同体の中で自治の主体となること

である。まさにこれが「『民主政治』の理念

と言ってもよい。」
6）
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ＨＰ，ＦＢを見て下さい。又何でも意見を。
皆 さ ん の ご 意 見 を 歓 迎 し ま す 。 HP

（http://www.ritsumei.ac.jp/~matumura/）もご覧下さい。

フェースブックもやってます。また，メールで意見

交換しましょう。メールをよこして下さい

（matumura@mba.ritsumei.ac.jp）。


